
『日米安保体制史』（岩波書店、2018 年 10 月 19 日刊、1 刷）に誤りがございました。読者の皆様に大変ご迷惑をおかけ致

しましたことを深くお詫びし、以下の通り、訂正させていただきます。 

 

頁、行    （誤）  →  （正） 

29 頁２行目；五六年 → 様々な議論を経て、八一年 

同 5 行目；していたからである。そこで → する。安保改定交渉で、日本側は集団的自衛権について慎重に対応し 

36 頁 6 行目；一九日 → 一九日から翌未明にかけて 

83 頁 8 行目；一〇月 → 最終的には、翌六九年一〇月 

106 頁 15 行目；二〇一五年一二月 → 二〇一六年一月 

154 頁 11 行目：少数与党 → 参議院での少数与党 

同 12 行目；自由党、次いで公明党連立を組んだ → 自由党と連立を組み、次いで、後に連立に加わる公明党の協力を得た 

参考文献；篠田英朗，2016 年『集団的自衛権の思想史』風行社、を追加 

年表 6 頁 32 行目 5.19 → 5.20 
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